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就職試験で必要なことはまず自分自身を知ることであ
る。そして自分を知るためには批判的思考が不可欠で
あることがわかれば、あふれる採用試験情報の波に飲
み込まれることも少なくなるのではないだろうか。
第4～6回：「新聞の読み方・マスコミ情報への接し方」、
「広告の中にあるトリックを見破る」、「悪質商法・○○
詐欺」について学ぶ。人の社会心理的・認知心理学的
特性、さらには学生が出会う危険性のある商品勧誘に
利用される心理特性、これらへの対策や法的対抗策ま
でを学習する。批判的思考力にも知識とスキルが必要
なことを理解してくれればよいと考えている。
＜後半＞
前半での批判的思考についての学習成果を生かすこ
とを目標にしたディベート関連の授業を後半で行う。
第7・8回：映画『怒れる12人の男たち』（米国の陪審
員裁判がテーマ）を視聴する。12人の陪審員の中でた
だ1人被告の無罪を確信した男が、批判的思考を駆使
して他の11人の陪審員全員を無罪評決に導く過程を描
いた名作で、ディベートの秀逸教材である。
第9～15回：中学生のディベート「日本は外国人労働
者を受け入れるべきである」を視聴して（第9回）
ディベートの全体的イメージをもった後、第10回～
15回まで「日本は選挙権・被選挙権年齢を18歳以上
に引き下げるべきである」という論題で実際ディベー
トに取り組むことになる。
以上のような展開で「批判的思考を伸ばす」訓練を
しているが、この訓練は専門教育の基礎としてだけで
なく、日々の生活においても十分役立つものであると
思っている。
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筆者が共通教育で担当している授業は、「批判的思考
を伸ばす」（第２分野「人間」：人間の科学）である。
「批判的」という言葉から人はどんな印象を受けるだ
ろうか？他の人を攻撃する、非難するといった印象を
持つかもしれないが、これは大きな誤解である。私達
は生活の様々な場面で判断・決断をしているが、誤っ
た判断・決断をしてしまうこともある。「批判的思考」と
は、自分をより良い方向に導くような判断・決断をす
るために必要な考え方・物事の見方をいう。他者や集
団、機関の言動をそのまま受け入れるのではなく、そ
の真偽や妥当性・正当性を吟味し、受け入れるか否か
を自ら決定する。これができて初めて自分にとって最
善の判断・決断ができるのである。このような資質を
培うことは専門教育の土台としても重要であると考え、
演習的授業を行っている。以下は授業の概略である。
「批判的思考を伸ばす」の授業は、前半（個別テーマ）
と後半（ディベート）の２つに分けられる。
＜前半＞
第1回：「プロジェクトX：挑戦者たち－液晶、執念の
対決」の視聴。この番組は、シャープとカシオの電卓
競争の中で、シャープ社内で負け組であった技術者た
ちが途絶えかかった液晶文字盤開発の芽を伸ばし、成
功に結びつけていく物語である。成功の鍵となったの
は技術者達の批判的思考であったことが、登場人物の
決断や行為を通してよくわかる内容である。
第2・3回：「就職試験と性格適性試験」。ビデオ（企業
の人事担当者による人物評価基準の説明）を視聴し、
性格適性検査と模擬面接を経験する。この経験によっ
て、就職試験で何が問われるのか、適性検査や面接の
質問の背後には何があるのかを理解できるようになる。
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